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|シリーズ地名を訪ねて⑥| 安 場

市内には安場 (ヤスパ)と呼ばれる地名が各地にあります(写真は西大別o。これは、かつて街道を行

きかう人々の休憩所のなごりだといわれています。また、通行量の多い通りには、しばしば掲示板が立てら

れ、お触れの徹底がはかられました。この場所は札場 (フダパ)とか札掛 (フダ力ケ)と呼ばれています。

西大却1111安場地区には市立大;vllll病院が移転し、のどかな田園風景も少しずつ蛮化しています。

今月号のみどころ 今月の納税は 市民のうごき

平成8年 5月31日現在

固定資産税2期 人 口 39，114人 ( +18) 

男 18，670人 (-7 ) 

国民健康保険税1期 | 女 20，444人 (+25) 

世帯数 13，825，世帯 (+14) 

納期は 7月31日です| |面積 240.9附キロメートル

0アトランタ五輪へシュートー・…・・・・・・一一 P.2

0アメリカ・ラスベガスで
夢の聖火ランナーを実現一 ..............P.2

0暑い夏、汗を流してリフレッシュ・ ......P.3

0大洲都市計画の用途地域が決定・…… .P.4 

0明治・大正のロマンをのせて

観光人力車が出発一一-…・一一ー・…一"'P.7

0大洲市役所・市立大洲病院職員募集-…P.8
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トヘシューアトランタ五

(新谷出身)

オリンピック日本代表候補

茂選手岡森

今
年
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
百
年

目
を
迎
え
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
の
州
都
ア
ト
ラ
ン
タ
を
中

心
に
、
日
本
時
間
の
七
月
二
十
日
か

ら
八
月
五
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
期

間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ア
ト
ラ

ン
タ
五
輪
に
は
、
百
九
十
七
の
固
と

地
域
か
ら
選
手
が
出
場
し
、

二
十
六

競
技
、

二
百
七
十

一
種
目
で
熱
戦
が

く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
新

谷
出
身
の
森
岡
茂
さ
ん
(
詑
歳
/
ガ

ン
バ
大
阪
)
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

(
最
終
決
定
は
六
月
十
四
日
に
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
が
行
う
た
め
、
本
稿

に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
)
森
岡
選

手
は
、
平
成
五
年
に
八
幡
浜
工
業
高

校
を
卒
業
し
て
松
下
電
器
に
入
社
。

J
リ
l
グ
発
足
後
二
年
目
に
ガ
ン
パ

大
阪
と
プ
ロ
契
約
を
行
い
、

J
リ
l

ガ
!
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
日
本
選
手
団
は
、

予

戦
グ
ル
ー
プ
D
に
入
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
予

戦
リ
l
グ
を
戦
い
ま
す
。
こ
こ
で
上

位
二
チ
l
ム
に
入
る
と
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
戦
は
優
勝
候
補
ブ
ラ
ジ
ル
と
対
戦

し
ま
す
。

(日
本
時
間
七
月
二
十
二

日
朝
)
サ
ッ
カ
ー
で
の
日
本
選
手
団

の
出
場
は
、
一
九
六
八
年
の
メ
キ
シ

コ
大
会
以
来
二
十
八
年
ぶ
り
で
す
。

森
岡
選
手
は
、
十
八
人
の
メ
ン
バ

ー

に
入
れ
ば
、

ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
!
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

森
岡
選
手
の
地
元
、
新
谷
公
民
館

に
は
、
ひ
と
足
早
く
激
励
の
懸
垂
幕

が
掲
げ
ら
れ
、

地
区
内
の
人
々
も
ア

ト
ラ
ン
タ
五
輪
へ
向
け
て
機
運
が
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の

大
地
で
ナ
イ
ス
シ
ュ

l
ト
f

森
岡
選

手
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

制
閣ァi椀j

全癒
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ア
メ
リ
カ
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

夢
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
実
現

八

島

環

さ

ん

(徳
森
)

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー

は
、
四
月
二
十
七
日
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

を
出
発
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
八

十
四
日
を
か
け
て
七
月
十
九
日
に
ア

ト
ラ
ン
タ
に
到
着
し
ま
す
。
そ
の
間

七
十
カ
国
、

一
万
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

聖
火
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
寸
。

五
月

一
日
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
郊
外
で
、

八
島
環
さ
ん
(
宇
和
高
校
三
年
一
徳

森
在
住
)
も
ト
l
チ
を
片
手
に

一
回

を
力
走
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
清
料
飲

料
水
会
社
の
募
集
に
、
八
島
さ
ん
が

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
思
い
を
つ
づ
り

応
募
し
た
も
の
で
、
日
本
国
内
二
万

四
千
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
三
十
四

人
の
中
に
入

っ
た
も
の
で
す
。

aE明

八
島
さ
ん
は
、
五
歳
か
ら
剣
道
を

は
じ
め
、
今
で
は
二
段
の
腕
前
。
し

か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の
中
に

剣
道
が
な
い
た
め
、
せ
め
て
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
務
を

終
え
帰
国
し
た
彼
女
は
、

『
ア
メ
リ

カ
の
人
は
私
た
ち
を
五
輪
選
手
の
よ

う
に
あ
た
た
か
く
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。』

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

広
報
お
お
ず
で
は
、
七
月
か
ら
市

役
所
ロ
ビ

l
で
、
八
島
環
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

マイアミ

』V
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
卜
l
チ
を
片
手
に
力
走
中
の
八
島
環
さ
ん
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暑い夏がやってきました。クーラーのきいた涼しい室内にこもっていないで、

おもいっきり汗を流してみませんか。市内では次のようなスポーツを楽しむこ

とができます。

種 目 場 所 連 絡 先

バドミントン 大洲市若宮

大洲市総合体育館 大洲市総合体育館 宮24-8255
バレーポール ※シャワー設備有

ー・・・・・・・・・・・・・ー・--------------ーーーーーーー・ーー・・・・・・・ーー，・ー司軍-----------------------------------ーーー・ーーーー------------ーーーーーー司・ー・・

バスケットボール 大洲市平野町野田

大畑1
1
1勤労者体育センター 八幡浜 ・大洲地区運動公園内(宮23-5524)

卓 球 (*火曜日は休み)

柔 道

貧リ 道
大洲市若宮

大洲市総合体育館
大洲市総合体育館

ft24-8255 
弓 道

※シャワー設備有

フィットネス

陸 上 競 技
八幡浜・大洲地区運動公園 大洲市平野町野田(*火曜日は休み)

陸上競技場 八幡浜・大洲地区運動公園(宮23-5524)

野 球
八幡浜 ・大洲地区運動公園 大洲市平野町野田(*火曜日は休み)

野球場、自由広場 八幡浜・大洲地区運動公園(宮23-5524)
ー幽ーーーーー・ーー・ーー・・・ー--司'・・ー・ーーー・----------・・・・ーー・・・・・・・ーーー・

大洲市徳森 大洲市立徳森公園管理センター
ソフトボール 徳森公園

(平公民館) (ft25-1131) 
---------------ー司・ーーー・---------ーーーーーーーー噛ーーーーーーーーーーーーー

大洲市教育委員会社会教育体育課
サ ツ カ 一 多目的グラウンド ・河川敷グラウンド

(宮24-2111内線 552、553、554)
八幡浜・大洲地区運動公園 大洲市平野町野田(*火曜日は休み)

一 ス
(クレーコート 8面) 八幡浜・大洲地区運動公園 (ft23-5524)

T 一 徳 森公園 大洲市徳森 大洲市立徳森公園管理センター

(オールウエザーコート 2面) (平公民館) (宮25-1131)

水 泳
八幡浜 ・大洲地区運動公園プール

公園プール管理事務所 (ft24-4704)
( 7 月~8 月 )

カ ヌ 一 市内 一 円 大洲市立中央公民館 (ft24-3181)

その他、ニュースポーツなどの利用は、大洲市教育委員会社会教育体育課 宮24-2111(内線552、553、554)

までお問い合わせください。

八幡浜 ・大洲地区運動公園 総 合 体育 館JR肱川橋りょう下流の アリーナでの
v勤労者体育センター vテニスコー ト v多目的グラウンド vフィットネスルーム vバドミントン

盟盛圃圃薗



新しし

6月24
建築確認申請に注意してください

用
途
地
域
制
度
と
は
?

良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
や
、

住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
を
適
正
に

配
置
し
、
機
能
的
な
都
市
活
動
の
確

保
と
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
建
築
物
の
用
途
、
大
き
さ
な

ど
の
規
制

・
誘
導
を
行
う
制
度
で
す
。

大
洲
市
の
用
途
地
域
は
?

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
日
に
、
約

一三
三
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
当
初
計
画
決

定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

六
十
二
年
三
月
十
六
日
に
変
更
を
行

い
、
現
在
三
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
決

定
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新
用
途
地
域
制
度
と
は
?

平
成
四
年
に
都
市
計
画
法
及
び
建

築
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
住

環
境
の
保
護
、
市
街
地
形
態
の
多
様

化
へ
の
対
応
な
ど
を
目
的
と
し
て、

用
途
地
域
の
種
類
が
、
下
表
の
と
お

り
八
種
類
か
ら
十
二
種
類
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
同
時
に
、
各
用
途
地
域

に
お
い
て
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る

建
築
物
の
用
途
に
つ
い
て
も
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
六
月
二
十
四
日
に
決
定
を

行
う
大
洲
市
の
新
用
途
地
域
に
つ
い

て
は
、
下
表
の
十
二
種
類
の
う
ち
の

七
種
類
で
す
。
決
定
面
積
は
、

旧
用

途
地
域
の
面
積
と
同
じ
、
約
三
四
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

建
築
確
認
申
請
は
?

新
用
途
地
域
の
決
定
を
行
う
六
月

二
十
四
日
以
降
か
ら
新
用
途
地
域
制

度
に
よ
る
建
築
物
の
用
途
制
限
な
ど

の
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
六
月
二
十
四
日
時
点
で
、

既
に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
工
事

中
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

旧
用
途

地
域
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
建
築
確

認
を
受
け
て
い
て
も
、

工
事
に
着
手

し
て
い
な
い
建
築
物
は
、
新
用
途
地

域
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

新
用
途
地
域
の
図
書
は
、
市
役
所

の
都
市
整
備
課
に
お
い
て
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
整
備
課
都

市
計
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
4
5
)

改 正 後

①第一種低層住居専用地域

(低層住宅の良好な環境保護のための地域)

②第二種低層住居専用地域

(小規模な庖舗の立地は認められる、低層住宅の良好な環境保護のための地域)

③第一種中高層住居専用地域

(中高層住宅の良好な環境保護のための地域)

④第二種中高層住居専用地域

(一定の利便施設の立地は認められる、中高層住宅の良好な環境保護のための地域)

⑤第一種住居地域

(大規模な庖舗、事務所の立地は制限される、住宅の環境保護のための地域)

⑥第二種住居地域

(大規模な庖舗、事務所の立地も認められる、住宅の環境保護のための地域)

⑦準住居地域

(道路の沿道において、 自動車関連施設等と住宅が調和して立地する地域)

⑧近隣商業地域
， 

(近隣の住宅地の住民のための庖舗、事務所等の利便の増進を図る地域)

⑨商業地域

(J苫舗、事務所等の利便の増進を図る地域)

⑩準工業地域

(環境の悪化をもたらすおそれのない工業の利便の増進を図る地域)

⑪工業地域

(工業の利便の増進を図る地域)

⑫工業専用地域

(専ら工業の利便の増進を図るための地域)

ゆ

改正 前

①第一種住居専用地域

住

居 ②第二種住居専用地域

系

③住居地域

ト一一一

商 ④近隣商業地域

業

系 ⑤商業地域

⑥準工業地域
工

業 ⑦工業地域

系
⑧工業専用地域
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仁二コ大洲市の用途地域の種類



ご
存
じ
で
す
か
?

福
祉
に
関
す
る
手
当
制
度

国
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
手
当
制
度
を
制
定
し
、
県
や
市
を
通
じ
て
適
切
な
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
大
洲
市
福
祉
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
制
度
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
ご
と
に
、
目
的
や
支
給
対
象
、

支
給
方
法
な
ど
が
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
説
明
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
「
現
在
の
状
況
が
い
ず
れ
か
の
制
度
に
該
当

す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

宮

⑪

2
1
1
1
(内
線

1
8
1
・
1
8
2
)

特
別
障
害
者
手
当

川
受
給
資
格

在
宅
で

一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ

も
特
別
な
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
二
十
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
、
医
療
機
関
に
三
ヵ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。

間
手
当
額
(
月
額
)

二
万
六
千
二
百
三
十
円

障
害
児
福
祉
手
当

川
受
給
資
格

在
宅
で

一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ

も
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

一
万
四
千
二
百
七
十
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

肘
障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
監

護
す
る
場
合

ω父
母
が
な
い
か
、
父
母
の
い

ず
れ
も
が
障
害
児
を
監
護
し

な
い
た
め
、
父
母
以
外
の
者

が
障
害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童

一
人
に
つ
い
て

一
級
一
五
万
三
百
五
十
円

二
級
一
一
一一
万
三
千
五
百
三
十
円

児
童
扶
養
手
当

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
国
民
年
金
、
恩
給
、

厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童

(
年
度

内
は
有
効
)
ま
た
は
二
十
歳
未

満
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有
す

る
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

的
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
仰
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

助
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
伺
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

伺
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

例
父
が
引
き
続
き

一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

伺
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

例
制
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

山
手
当
額
(
月
額
)

児
童
一
人
の
場
合
四
万
千
三
百

九
十
円
、
児
童
二
人
の
場
合
四
万

六
千
三
百
九
十
円
、
以
下

一
人
増

す
ご
と
に
三
千
円
ず
つ
加
算
。

在
宅
老
人
介
護
手
当

川
受
給
資
格

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た

は
重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以

上
継
続
し
て
い

る
六
十
五
歳
以
上

の
者
と
同
居
し
、
日
常
生
活
の
介

護
を
し
て
い
る
人

凶
手
当
額
(
月
額
)

七
千
五
百
円

矧
現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
六
月
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

何
申
請
手
続

申
請
書
、
住
民
票
謄
本
を
用
意

し
て
所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
福
祉
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

各
手
当
に
共
通
す
る
事
項

川
所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義

務
者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上

の
人
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

凶
現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に

前
年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現

況
届
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

同
申
請
手
続

そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
、
診
断
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
こ
こ
に
提
示
し
た
手
当
額
は
、
平

成
八
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
で
す
。

市
内
一
斉
清
掃
は

七
月
二
十
一
日
同

今
年
も
七
月
第
三
一
日
曜
日
に
、
「
郷

土
美
化
運
動
」
と
し
て
、
市
内

一
斉

清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

{
日
時
}
七
月
二
十

一
日
間

午
前
七
時
か
ら

{
場
所
}
市
内
の
河
川
、
道
路
、

公
固
な
ど

{
作
業
内
容
}

草
刈
り
、
ご
み
の

収
集
・
除
去
、
下
水
溝

の
清
掃
な
ど

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
環
境
保

全
係
官
⑪
2
1
1
1
(内
線
1
6

0
)
ま
で
。

こ
の
清
掃
作
業
以
外
で
も
地
域

活
動
と
し
て
作
業
計
画
が
あ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵
ま
れ
た

河
川
は
、
地
域
社
会
に
憩
い
と
潤
い

を
与
え
、
環
境
づ
く
り
の
中
心
的
な

役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

「
川
は
美

し
い
も
の
」
「
親
し
み
の
あ
る
も
の
」

そ
ん
な
考
え
を
広
め
る
た
め
に
、
毎

年
七
月
を
「
河
川
愛
護
月
間
」
と
定

め
、
河
川
を
安
全
で
美
し
く
利
用
す

る
気
運
を
高
め
る
た
め
の
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
河

川
な
ど
の
清
掃
に
も
参
加
し
て
、

美

し
い
河
川
を
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

5 



平
成
七
年
分
所
得
税
と
同
様
に
、

平
成
八
年
分
所
得
税
の
納
税
者
に
対

し
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の
年
税

額
の
十
五
%
相
当
額
(
五
万
円
を
限

度
)
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

給
与
所
得
者

(
「給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提

出
し
て
い
る
人
)

原
則
と
し
て
六
月
に
、
平
成
八
年

一
月

1
六
月
ま
で
の
聞
に
支
払
わ

れ
た
給
与
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額

の
十
五
%
相
当
額
(
二
万
五
千
円

を
限
度
)
を
給
与
の
支
払
者
か
ら

還
付
す
る
こ
と
と
し
、
年
末
調
整

の
際
に
、
年
間
税
額
の
十
五
%
相

当
額
(
五
万
円
を
限
度
)
か
ら
六

月
の
還
付
金
額
を
控
除
し
た
金
額

を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
(「公

的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
L

を
提
出
し
て
い

る
人
)

給
与
所
得
者
の
場
合
と
同
様
に
、

公
的
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
額
の
十
五
%
相
当
額
に
つ

税
の
あ
ら
ま
し

い
て
、
年
二
回
に
分
け
て
公
的
年

金
な
ど
の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

最
終
的
に
は
確
定
申
告
で
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
人

確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
に
係
る
所
得
税
は
、

平
成
八
年
に
納
付
す
る
予
定
納
税

額
の
減
額
ま
た
は
確
定
申
告
に
よ

り
、
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

四

退
職
所
得
の
あ
る
人

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴

収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の
適
用

が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
に
つ
い

て
は
、
平
成
八
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
還
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
洲
税
務
署

宮
⑫
3
1
1
5
ま
で

3
・
9
3「す
0

九

人
喚
U
ヒ

物一
愈

の

-H

P
'
o一

F
I--

ゃい

'
H弓
ム

-
h

d
p
J
U
釈

が
ち

の
，

4

J

A

、

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

(
大
洲
市
農
業
委
員
会
)

V
農
地
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
・
工
場
敷
地

・
資

材
置
場
・

山
林
な
ど
の
農
地
以
外

の
用
途
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
o

v
対
象
の
土
地
が
農
地
で
あ
る
か
ど

う
か
は
現
況
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

そ
の
土
地
が
土
地
登
記
簿
上
、

宅
地
・
雑
種
地
と
な
っ
て
い
て
も

現
況
が
田
・
畑
で
あ
れ
ば
転
用
許

可
申
請
が
必
要
で
す
。

V

一
時
的
な
農
地
転
用
に
も
許
可
が

愛
媛
県
指
定

標
準
米
の
設
定
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
一
日
に
「
主
要
食
糧

の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
従
来
の
食
糧
管
理
法
の
下

で
全
国
一
律
の
上
限
価
格
の
下
に
小

売
庖
頭
で
の
常
置
義
務
と
し
て
い
た

標
準
価
格
米
制
度
に
代
わ
り
、
指
定

標
準
米
制
度
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
県
に
お
い
て
も
五
月

一
日
か
ら
政
府
米
を
主
体
と
し
た
愛

媛
県
指
定
標
準
米
を
次
の
と
お
り
設

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{設
定
日
}
平
成
八
年
五
月
一
日

{原
料
構
成
}

V

一
類
相
当
品
種

一
O
%
(
松
山
三
井
、
日
本
晴
)

V
三
類
相
当
品
種
九
O
%
(
コ
ガ

ネ
マ
サ
リ
、
ひ
め
の
ま
い
な
ど
)

一
目
安
価
格
}

三
千
八
百
七
十
五

必
要
で
す
。

一
時
的
な
資
材
置
場
・
砂
利
採

取
場
な
ど
に
す
る
場
合
も
農
地
転

用
に
な
り
ま
す
。

V
農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
毎
月
日

固
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ

農
地
転
用
の
許
可
申
請
を
す
る

場
合
に
は
、
所
定
の
申
請
書
の
ほ

か
に
、
転
用
す
る
土
地
の
登
記
簿

謄
本
・

地
番
を
表
示
す
る
図
面
な

ど
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
隣
接
農
地
所
有
者
等
の

同
意
書
の
添
付
の
要
否
に
つ
い
て

は
、
平
成
8
年
5
月
l
白
か
ら
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

円
(
精
米
正
味

一
O
見
当
た
り
税

込

価

格

袋

代

を

含

む

)

{供
給
体
制
}
指
定
標
準
米
の
継
続

的
な
販
売
を
希
望
す
る
登
録
却
売
業

者
及
び
登
録
小
売
業
者
を
指
定
標
準

米
取
扱
業
者
と
し
て
、
販
売
を
行
う

と
と
も
に
、
取
扱
業
者
の
名
簿
を
作

成
し
、
消
費
者
か
ら
の
照
会
に
応
じ

て
情
報
提
供
を
行
う
。
※
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
農
林
水
産
部
農
産
園
芸
課
食

糧
係
宮

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1

1

(内
線
3
3
4
8
)
ま
で

お
米
の
表
示
が

一

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
一

「
新
食
糧
法
」
の
ス
タ
ー
ト
に
よ

り
、
消
費
者
が
精
米
を
購
入
す
る
際

の
判
断
材
料
を
提
供
す
る
表
示
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。
袋
詰
め
さ
れ
た

お
米
の
原
料
玄
米
の
欄
に
は
、

産
地

・
品
種
・
産
年
の
三
項
目
を
表
示
す

る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。

6 

①
添
付
が
必
要
な
事
業

植
林
・
畜
舎
類
・
産
廃
処
理
場

を
転
用
目
的
と
す
る
場
合
。

②
添
付
が
不
要
な
事
業

農
家
住
宅
・
普
通
住
宅
・
農
機

具
倉
庫
類
・
道
路
・
貸
駐
車
場
を

転
用
目
的
と
す
る
場
合
。

③
右
記
以
外
の
転
用
目
的
の
場
合

は
必
要
に
応
じ
添
付
を
求
め
ま
す
。

農
地
の
転
用
に
は
法
律
に
よ
る

制
限
が
あ
り
、
許
可
申
請
手
続
き

に
は
複
雑
な
部
分
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
8
3
)

ブ
レ
ン
ド
米
の
場
合
は
、
最
底
限

六
O
%
ま
で
、
原
料
玄
米
の
使
用
割

合
の
多
い
順
に
表
示
さ
れ
ま
す
が
、

一
定
の
品
質
を
保
つ
な
ど
の
た
め
、

原
料
玄
米
を
多
岐
に
わ
た
り
使
用
す

る
場
合
は
、
ブ
レ
ン
ド
米
と
表
示
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
外
国

産
米
や
未
検
査
米
を
原
料
と
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
産
地
図
(
地
域
)

ご
と
の
使
用
割
合
や
、
未
検
査
米
の

使
用
割
合
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

食糧庁精米表示基準に基づく表示
品 名 精 米

産地 !品 種 |産年 |使用割合

原料玄米
A県産 コシヒカリ 7年産 40% 

B ~~.~産ササニンキ 7年産 20% 

その他 40% 

正味重量 5 kg 

精米年月日 8. 4. 1 

00米穀卸株式会社

販売業者名
口口県00市ムA町ママ 1-2

立は
T E LOl2 (345)6789 

精米工場名
00米穀卸株式会社ムム精米工場

口口県ムム郡ママ町003-45 

T E LOl24 (35)9876 



• 

え
去
の

マ
ン
を
の
せ
て

観
名
人
沙
ゑ
が

発
ゑ
し
ま
す

伊
予
の
小
京
都
¥
「
お
は
な
は
ん
通
り
」
や

「
明

治
の
家
並
み
」
を
巡
る
観
光
人
力
車
が

「
お
お
い
す

赤
煉
瓦
館
」
に
登
場
。
臥
龍
山
荘
の
見
学
を
含
め

約

ω八
刀
の
ロ
マ
ン
旅
行
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。/ 

企明治の家並みを行く人力車

/
J
 /

 

，，
 

J
J
 

/
 

，
 

/
 / 

大
洲
市
で
は
、

五
月
二
十
五
日
か

ら
明
治
・
大
正
時
代
の
雰
囲
気
が
漂

う
肱
南
地
区
に
二
人
乗
り
の
観
光
人

力
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

「
お
は
な
は
ん
通
り
」
を
は
じ
め
、

製
糸
業
や
製
ろ
う
業
で
栄
え
た
明
治

.
大
正
期
の
古
い
家
並
み
が
残
る
通

り
を
人
力
車
で
案
内
す
る
も
の
で
す
。

臥
龍
山
荘
の
見
学
時
聞
を
入
れ
て
約

四
十
分
の
コ

l
ス
を
『小
京
都
浪
漫
の

の
道
』
と
称
し
て
い
ま
す
。
料
金
は
、

大
人
千
五
百
円
、
小
人
(
小
学
生
以

下
)
千
円
で
す
。

運
行
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
と
祝

日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

で
、
引
き
手
は
市
の
職
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
担
当
し
ま
す
。
こ
の
運
行

が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
大
洲
城
ま
で
足

を
延
ば
す
『
肱
南
歴
史
の
道
』
コ

ー

ス
も
設
定
す
る
予
定
で
す
。

営
業
初
日
に
は
、
松
山
市
の
ラ
ジ

オ
局
か
ら
リ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
れ
、
試

乗
し
た
感
想
を
生
放
送
す
る
ひ
と
コ

マ
も
あ
り
ま
し
た
。
渡
部
由
香
さ
ん

は
、
「
と
て
も
優
雅
で
す
ね
。
街
全

体
の
雰
囲
気
に
趣
き
が
あ
っ
て
、
そ

す手
白とい

ん
い
さ

泊
劃

ふ
L
P
-

，F
，、

持
田

気
藤

も
と

で
ん

と
さ

+
4
0
4
け

車
臼

力
部

一¥
人
渡

繍

企

h
 

れ
が
人
力
車
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て

い
ま
し
た
。
通
り
を
流
れ
る
風
が
心

地
い
い
で
す
ね
。

L

ま
た
、
藤
田
由

紀
さ
ん
は
、
「
人
力
車
で
城
下
町
を

行
く
の
は
初
体
験
で
し
た
。
街
の
歴

史
を
感
じ
ま
し
た
。
町
内
の
人
に
声

を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
洲
は

心
温
か
な
町
な
ん
で
す
ね
。
」と
二
人

と
も
や
や
興
奮
し
て
広
報
お
お
ず
に

企おおず赤煉瓦館から出発する人力車

v観光人力車の運行コース

「小京都浪漫の道」

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
住
み
な
れ
、
通
り
な
れ
た

町
並
み
で
す
が
、
人
力
車
に
乗

っ
て

見
え
る
世
界
は
、
ま
た
ひ
と
つ
違
う

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も

一
度
乗
車
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
市
外
か
ら
嫁
い
で
こ
ら
れ

た
五
組
の
ご
夫
婦
を
無
料
で
人
力
車

で
の
ロ
マ
ン
旅
行
に
ご
招
待
し
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
に
は
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
七
月
三
十

一
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
に
「
ロ
マ
ン
旅
行
希
望
」

と
明
記
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
大
洲
に
来
た
時
期
・
大
洲
の

印
象
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ

ト

v{
観
光
人
力
車
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先
}

大
洲
市
大
洲
六
九

O
l
一

大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
2
3
)

問
団

7 



大洲市役所・市立大効I'1病院

職員を募集します

大

洲

市

役

所

大
洲
市
役
所
の
平
成
八
年
度
職
員

募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
、
学
歴
な

と

④
事
務
職
員
〈
大
学
卒
〉

若
干
名

⑮
学
芸
員
〈
大
学
卒
〉

一
人

@
事
務
職
員
〈
短
大
・
高
校
卒
〉

若
干
名

⑨
技
術
職
員
〈
大
学
卒
・
高
校
な

ど
卒
(
一
級
又
は

二
級
建
築
士
・

建
築
科
専
攻
)
〉

一
人

⑤
技
術
職
員
〈
大
学
卒
・
高
校
な

ど
卒
(
土
木
科
専
攻
)
)

⑤
保
母

三
一人

若
干
名

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
人

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
人

③
④
⑮
@
⑥
は
、
学
校
を
平
成
八

年
三
月
か
ら
平
成
九
年
三
一
月
ま

で
に
卒
業
(
見
込
)
の
人

④
⑨
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
、
又
は
昭

和
四
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
九
年
三

月
ま
で
に
卒
業
(
見
込
)
の
人

⑤
⑤
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
、
又
は

昭
和
五
十
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
九
年
三

月
ま
で
に
卒
業
(
見
込
)
の
人

受
付
期
間

六
月
二
十
四
日
i
七
月
十
五
日

※
な
お
@
⑮
⑤
は
、
六
月
二
十
四

日
か
ら
八
月
二
十
三
日
ま
で

そ
の
他受

験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
L

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
1
2
)

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

④
薬
剤
師

二
人

⑮

臨

床

検

査

技

師

一

人

@
助
産
婦
・
看
護
婦
七
人
程
度

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
人

②
採
用
後
、
市
内
又
は
市
立
大
洲

病
院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居

住
で
き
る
人

③
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
免
許
を
有
す
る
人
、
又
は
平

成
九
年
前
期
に
免
許
取
得
見
込

み
の
人

受
付
期
間

六
月
二
十
四
日

1
七
月
十
五
日

そ
の
他受

験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
(
医
療
技
術
職
員
・
助
産
婦
・

看
護
婦
)
採
用
試
験
案
内
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院

事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮

(ω
2
1
5
1

8 

簡
易
保
険
の
融
資
で

国
民
年
金事

業
を
行
い
ま
し
た

大
洲
市
で
は
、
『
き
ら
め

き
大
洲
幻

l
|肱
川
に
映
え

る
地
域
中
核
都
市
を
め
ざ
し

て
|

|
』
を
政
策
理
念
に
、

市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
に
は
、
肱
北

公
民
館
田
口
分
館
建
設
事
業

な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

表
に
掲
げ
た
事
業
で
は
、
郵

便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
や
、

国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融

¥

資
を
受
け
て
い
ま
す
。

¥

企新築の肱北公民館田口分館

事業 名
総事業費 資金融資額

(単位:万円) I (単位:万円)

公宮住宅城山団
1，693 

簡 地建設事業
390 

易 公営住宅柚木第

イ呆 3団地建設事業 24，922 8，460 

険 住宅新築資金等

貸付事業 2，038 1，520 

大成保育所
8，324 

国 建設事業
4，440 

民 肱北公民館田口

年 分館建設事業
5，904 4，050 

金 長谷簡易水道事

業
22，023 9，830 
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第四国肱川いかだ漏し大会

参加チーム募集

大
洲
青
年
会
議
所
で
は
、

だ
流
し
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
急
い
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

p 
。

{
主
催
}

社
団
法
人
大
洲
青
年
会
議
所

{
開
催
日
}

七
月
二
十
八
日
制

{
参
加
資
格
}

健
康
で
水
泳
の
で
き
る
小
学
生

以
上
の
男
女
(
高
校
生
以
下
は

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
)

{チ
l
ム
編
成
}

一
チ

l
ム
二
人
以
上
十
人
以
内

小
・
中
学
生
だ
け
の
チ
l
ム
編

成
は
認
め
ま
せ
ん

{
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
}

七
月
二
十
八
日
制

八
時

1

安
全
チ
ェ
ッ
ク
審
査

九
時

1

開
会
式

九
時
三
十
分

i
ス
タ
ー
ト
(
菅
田
・

成
見
橋
)

ゴ
ー
ル
(
柚
木
・
新

富
士
橋
)

十
三
時
三
十
分
j

表
彰
式
・
閉
会
式

{
参
加
料
}

一
人
八
百
円

{
申
し
込
み
締
め
切
り
日
}

七
月
六
日
出

{
申
込
方
法
}

申
込
書
を
大
洲
青
年
会
議
所
に

請
求
し
、
所
定
の
事
項
を
記
入

の
う
え
、
参
加
料
と
い
っ
し
ょ

夏
恒
例
の
「
肱
川
い
か

応
募
の
締
め
切
り

hv昨
年
度
優
勝
チ
l
ム
新
谷
商
工
会

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

{
参
加
者
説
明
会
}

七
月
六
日
出

受
付
時
間
一
午
後
六
時
1

場
所
一
大
洲
市
民
会
館
三
階
会

議
室

※
各
チ
l
ム
の
代
表
者
は
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

{
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
}

社
団
法
人
大
洲
青
年
会
議
所

干

7
9
5

大
洲
市
大
洲
八
九

一

一

大
洲
市
民
会
館
三
階

宮
⑫
7
1
0
7
削
⑫
5
2
2
5

水
天
宮
花
火
大
会
は

七
月
二
十
一
日
同

大
洲
水
天
宮
奉
賛
会
・
柚
木
一
歩
会
が
主
催
す
る
水
天
宮
花
火
大

会
が
、
七
月
二
十
一
日
同
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
三
千
人
分

の
鯉
こ
く
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

{
場
所
}

大
洲
市
柏
木

{
開
催
日
}

七
月
二
十
一
日
制
(
雨
天
順
延
)

{
日
程
}

V
十
七
時
三
十
分

神

事

V
十
八
時

ア
マ
チ
ュ
ア
パ
ン
ド
ラ
イ

ブ

(Z〉
H
，
dHN〉
F
I
E
-
)

V
十
九
時

・
も
宇
勺
宇
品
、き

V
十
九
時
五
十
分

1
二
十
一
時
三
十

分

花

火

己

・

※
一
歩
会
で
は
、

三
千
人
分
の
鯉
こ

く
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し

み
に
。

如
法
寺
河
原

女
性
の
人
権
問
題

十
二
時
間
電
話
相
談

松
山
地
方
法
務
局
と
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
愛
媛
弁
護

士
会
の
後
援
を
得
て
「
女
性
の
人
権

問
題
(
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
を
含
む
)
に
関
す
る
十
二
時
間

電
話
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

{
日
時
}
七
月
十
日
同

午
前
九
時

1
午
後
九
時

{電
話
番
号
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

n
u
-
-
ワ
u
n
u
・ハ
U
ワム

E
J

・
に
d
F
h
d

ハU

{
相
談
内
容
}
女
性
差
別
・
家
庭

問
題
な
ど
女
性
の
人
権
問
題
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

9 



大
洲
人
物
列
伝
州

日
本
と
タ
イ
の
友
好
の
礎

シ
ャ
ム
(
タ
イ
)
国
法
律
顧
問
と

し
て
法
典
編
さ
ん
に
従
事
し
、
日
本

と
シ
ャ
ム
の
友
好
に
貢
献
し
た
政
尾

藤
吉
は
、
一
八
七

O
年
(
明
治
三
)

十

一
月
七
日
、
大
洲
藩
御
用
商
人
政

尾
勝
太
郎
の
長
男
と
し
て
大
洲
中
町

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

海
外
と
の
交
通
が
活
況
を
お
び
は

じ
め
た
こ
ろ
喜
多
学
校
(
旧
制
大
洲

中
学
の
前
身
)
に
入
学
し
た
藤
吉
は
、

や
が
て
英
語
を
学
ぶ
必
要
を
知
り
、

英
語
教
師
青
山
彦
太
郎
の
経
営
す
る

夜
学
校
に
も
学
び
ま
し
た
。

一
八
八
六
年
(
明
治
十
九
)
十
六

歳
の
と
き
、
家
業
の
行
き
詰
ま
り
か

ら
両
親
が
離
婚
す
る
と
、
父
と
と
も

に
郡
中
に
移
り
、
昼
は
郵
便
配
達
を

し
て
、
夜
は
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

翌
年
、
父
親
の
死
に
み
ま
わ
れ
た

藤
吉
は
、
志
を
改
め
て
大
阪
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
ま
す
。

そ
の
後
、
上
京
し
て
慶
応
義
塾
、
京

都
の
同
志
社
英
学
校
で
も
学
び
、
さ

ら
に
東
京
専
門
学
校
(
現
早
稲
田
大

学
)
に
入
学
し
、
同
校
の
英
語
普
通

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、
藤
吉
は
広
島
の
宣
教
師

〈
大
洲
市
立
博
物
館
〉

政E

尾ぉ

藤i
士
ロ

学
校
の
教
師
と
な
り
ま
す
が
、
英
語

へ
の
探
究
は
止
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
留

学
を
決
意
す
る
と
、
父
の
残
し
た
わ

ず
か
な
資
産
を
売
り
払
い
、
ア
メ
リ

カ
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

渡
米
し
た
藤
吉
は
パ
ン
ダ
ビ
ル
ド

大
学
、
パ

1
ジ
ニ
ア
大
学
、
エ
ー
ル

大
学
に
学
び
、
明
治
二
十
九
年
に
エ

ー
ル
大
学
の
助
教
授
と
な

っ
て
、
ア

メ
リ
カ
全
土
に
適
用
す
る
連
邦
政
府

弁
護
土
免
許
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
大
学
の
最
高
法
学
科
で

一
年
間
学
ん
だ
後
、
取
得
し
た
資
格

を
生
か
し
て
弁
護
士
を
開
業
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
排
日
運
動
が

激
し
く
な
っ
て
、
帰
国
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
へ
帰
っ
た
藤
吉

は
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
杜
で
英
字

新
聞
の
編
集
顧
問
と
し
て
勤
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
八
九
七
年
(
明
治
三
一
十
)
、
藤

士
口
は
外
務
省
か
ら
外
交
官
と
し
て
シ

ヤ
ム
(
タ
イ
)
政
府
の
法
律
顧
問
を

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
シ
ャ
ム
国

は
法
典
編
さ
ん
に
取
り
か
か
っ
て
お

り
、
多
く
の
ベ
ル
ギ
ー
人
顧
問
を
一
履

い
入
れ
て
仕
事
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
。
藤
吉
は
総
顧
問
ロ

l
ラ
ン
ス
の

補
佐
と
な
り
、
二
年
間
で
刑
法
、
会

社
法
、
債
権
法
な
ど
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
藤
吉
の
そ
の
非
凡
な

手
腕
力
量
は
認
め
ら
れ
、
ロ
ー
ラ
ン

博
物
館
で
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
い
る
人
た
ち
に
関
す
る
情
報
を
集
め

て
い
ま
す
。
遺
品
・
古
文
書

・
写
真
等
何

で
も
結
構
で
す
。
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

含
⑮
4
1
0
7

ス
に
代
わ
っ
て
主
任
顧
問
に
抜
擢
さ

れ
る
と
、
外
務
・
司
法
省
内
の
重
鎮

と
し
て
、
法
典
編
さ
ん
に
努
め
ま
し

た
。
シ
ャ
ム
に
在
留
す
る
こ
と
十
五

年
。
藤
吉
は
、
長
期
に
わ
た
る
功
績

か
ら
、
シ
ャ
ム
王
国
の
皇
族
待
遇
を

受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

一
九

二
二
年
(
大
正
二
)
、
藤
吉

は
法
典
編
さ
ん
と
い
う
大
任
を
果
た

し
て
帰
国
。
大
正
四
年
の
第
十
二
回

衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
、

大
正
六
年
に
も
再
選
さ
れ
、
郷
土
の

開
発
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

一
九
二
十
年
(
大
正
九
)
、
シ
ヤ

ム
駐
剖
特
別
全
権
大
使
を
任
ぜ
ら
れ

た
藤
吉
は
、
第
二
の
故
郷
と
も
い
う

べ
き
シ
ャ
ム
国
へ
喜
ん
で
赴
任
し
ま

し
た
。
が
、
滞
在
わ
ず
か
一
年
た
ら

ず
の
大
正
十
年
八
月
十
一
日
、
脳
溢

血
の
た
め
五
十
二
歳
と

い
う
若
さ
で

逝
去
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ム
王
室
と
政

府
は
、
藤
吉
の
遺
骸
を
き
わ
め
て
丁

重
に
扱
い
、
火
葬
・
葬
儀
を
す
べ
て

皇
族
と
同
じ
待
遇
で
行
い
、
国
王
自

ら
が
火
葬
炉
に
点
火
し
て
、
そ
の
死

を
惜
し
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ム
国
王
の
厚
い
信
任
を
受
け
、

近
代
法
典
を
確
立
し
て
、
日
本
と
シ

ヤ
ム
の
友
好
の
基
礎
を
築
い
た
政
尾

藤
吉
。
タ
イ
固
で
は
今
な
お
日
本
の

英
雄
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
墓
碑
は
東
京
青
山
基
地
に
あ
り

ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

身
近
な
く
ら
し
の
中
に

7 

共
に
生
き
る
(
そ
の
三

こ
こ
に
一
つ
の
右
碑
が
あ
り
ま
す
。

と

も

カ

&

よ

ろ

こ

そ
こ
に
付
「
共
に
悲
し
み
、
共
に
喜

ぶ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ひ

し

ム

今

わ

ね
ん

こ
の
碑
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
、

け

ん

&
い

ま

ち

お

け

η

こ
ん

県
内
の
あ
る
町
で
起
〈
っ
た
、
結
婚

差
別
に
よ
る
悲
し
い
事
件
を
教
訓
と

し
て
、
す
ベ
ぞ
の
人
々
が
、

差
別
を

の
り
こ
え
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
決
意
の
も
と
に
、

ニ

う

こ

う

て
い

こ
ん
り
ゅ
う

中
学
校
の
校
庭
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
す
。

ひ

た

こ
の
碑
を
建
て
る
き
っ
か
け
に
な

か
ゐ

つ
ぎ

っ
た
の
は
、
あ
る
お
母
さ
ん
の
次
の

よ
う
な
手
記
で
し
た
。

私にてつ に母品、私まる問fが町E
のもおとそが ととのし思tのたに私E
人、り認tしんしいよたい冷Zち嫁iは
キ在心主ま め で は 、てうう 。でたまい同1
はなしら 、つ 、一日なせ耐たいしで和ゎ
もいたれ私て汗t心土人Iめえ固めたき地ち
と人がたた参1とで生rててや 。て区〈
よた、かちり涙皇、は、、 差 そ こ に
りちこののまで貧1送?子こが別の十生ぅ
、ののよ人fし 、困Zら供Eんに長主五ま

やたたう権1た夫?のせたば、い年れ
つめびにも 。と中tた ち つ 身み問主の
とに不「恵比、 とにくにての、年tこ
っ、 幸;つ や ももなはき細地1tJi ~の
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人
権
と
同
和
教
育

む

す

め

し

め

わ

か
み
か
け
て
い
た
、
娘
の
中
山
崎
な
幸

せ
ま
で
も
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
破
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
〈
と
は
、
と
う
て
い
、

文
章
に
も
言
葉
に
も
表
し
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
l

に
ん
げ
ん

U
A
う

ど

う

さ

け

人
間
平
等
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す

こ

ん

に

ち

ひ

か

が

〈

て

き

今
右
)
結
婚
と
な
る
と
、
非
科
学
的

守

そ

う

と

主

L

習

う

は

な
発
想
で
、
尊
い
命
ま
で
も
奪
い
か

げ

ん

じ

つ

は

げ

ね
な
い
差
別
の
現
実
に
、
激
し
い
い

き
ど
お
り
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ

ま
吋
ん
。

人

{

若
い
二
人
が
、
一
輪
の
花
を
咲
か

ゆ

る

ほ

う

け

ん

て

き

み

す
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
封
建
的
な
身

分
差
別
を
、
だ
れ
が
つ
く

っ
た
の
か
。

な
ん
の
た
め
に
私
た
ち
だ
け
が
、
こ

ん
な
に
苦
し
み
、
悲
し
ま
な
け
れ
ば

い

ま

い

ち

ど

舎

I
&

ろ
い
〈

な
ら
な
い
の
か
、
今

一
度
、
教
育
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

せ

お

た

こ
飢
か
ら
こ
の
町
を
背
負
っ
て
立
っ

て
ホ
さ
る
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
と
も

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

た
い
せ
つ

も
一
人
一
人
が
、
人
権
吃
決
切
に
し
、

呼
h
て
い
く
こ
比
が
、
部
落
差
別
の

解
消
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。
二
度
と、

ぎ

ぜ

い

一
人
で
も
、
私
た
ち
の
よ
う
な
犠
牲

者
が
で
沿
い
よ
う
沢
湖
り
ま
す
。
差

別
へ
の
怒
り
は
、

実
際
に
差
別
を
、つ

け
た
も
の
で
な
く
て
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
っ
た
い
、

だ
れ
に
、
こ
の

怒
り
を
訴
え
れ

ば
よ
い
の
で
し

ょ、つ
。

(
こ
の
手
記

つ
づ
く
)

cdz¥ャ J

コ協ιcよ
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5月15日体) 砂

うh'い開ぎを前!こし

て、大洲のうh'いl己
来で〈ださいと宣伝

隊n出発レまレた。

うh'い登録庖や観光

協会ちど25人で組織

しだ一行ld、県内や

高知県ちどを訪れ、

大洲のうh'いきPR
レまじた。

‘4月29日(日) みどりの目、昨年介Lう始つだ

「市民め森記念植樹Jn行われまレた。今年ld、
卒寿、金婚、誕生、入学ちどの祝事の記念!こ19
本のキンモワセイややブ、γパキn植え，~うれまし

5月2自体) ずlc丹ず赤煉瓦館で市砂

直営の喫茶コーナーnオーブシレま

レ定。同館でld平成3年の開館以来

1年間民聞の喫茶庖n営業レでいま Ii

レだn、休業とちっていだeのです。

明治の香Ljととち!こコーヒーldいh'
げでしょう。

"5月4日(土) つつじまつりモデル

撮影会n開h'れましだ。今年の¥';¥';
シld例年より2週間程開花n遅れ、

降り出レだ雨12約100人の、?マヂユ

711メラマンldとまどい琢げらうや

¥'19ーを切つでいまレだ。

5月18日(士)大洲学園祭nにぎや砂

h'1己開h'れました。同固めヴラウン

ド!こld模擬j吉n並び各種パ吋-n飛

ぶようl己売れ3主主介、大洲北中学校

のブラスパンドの演奏や?トラウラー

ヨンn行われまレだ。‘5月26日(B)ごみを拾いちげら大
洲の歴史き学ぶ 「ウIjーン大洲歴史

ウオい/チンヴJn行われ、約 300人
n参加じまじだ。 '8811所コース」

「賢人コースJ 1こ分介れ、ヂ工、γつ ケブ

ポイントきまわり1aがら空き11ンを '

拾う姿nあちこちで見受けられまレ '

だ。

"5月8日同
あいわ福祉作業所n
関所3周年き迎えハ

その記念講演n7っ
トピ?で開催されま

レ定。平成病院副院

長宇都宮泰英さんn
「障害者の地域生活

さ考九3ちの」と題

レで講演さ行い、約

120人n熱心!こ聞き

入っていまじた。



い
っ
し
ょ
に

お
ま
つ
り
し
ま
せ
ん
か

昨
年
、
一
昨
年
と
好
評
を
博
し
た

H

お

お
ず
浪
漫
祭
H

を
今
年
も
大
洲
ま
つ
り

に
合
せ
、
十
一
月
三
日
、
肱
南
地
区
を

舞
台
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
大
道
芸

や
昔
な
つ
か
し
い
露
庖
な
ど
な
ど

お
は
な
は
ん
通
り
や
赤
煉
瓦
館
を
中
心

に
多
彩
な
催
し
を
計
画
中
で
す
が
、
実

行
委
員
会
で
は
、
ま
つ
り
の
企
画
段
階
、

準
備
段
階
か
ら
共
に
知
恵
を
出
し
あ
い
、

二

汗
を
流
し
て
く
れ
る
『
ま
つ
り
ボ
ラ
ン

一〆

テ
ィ
ア
(
ス
タ
ッ
フ
)
』
を
広
く
募
集

三
ノ

し
て
い
ま
す
。

て'〆

こ
れ
ま
で
に
な
い

H

新

し

い

大

洲

の

は

ん

通
り
を
昔
な
つ
か
し
い
雰
囲
気
(
レ

ま
つ
り
H

そ
し
て

H

大
洲
の
魅
力
を
よ
ト
ロ
)
に
飾
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

り
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
ま
つ
な
ど
、
参
画
の
仕
方
は
様
々
で
す
。

り
H

と
し
て
浪
漫
祭
を
大
き
く
育
て
て
ま
つ
り
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

い
く
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
皆
様
方
の
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
お
ず
浪
漫
祭
事
務
局
】

大
道
芸
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
ポ

一T
明
大
洲
市
大
洲
六
九

O
の一

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

て

、

は

た

ま

た

、

赤

煉

瓦

館

や

お

は

な

含

⑪

2
1
1
1
(内
線
2
2
3
)

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

五
月
七
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封

柚

木

久

保

田

浩

子

金

一

封

菅

田

町

長

岡

紀

一

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金
一
封
(
寄
付
金
)

大

洲

工

藤

登

喜

子

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
同
喜
楽

会
連
合
会
へ
)
菅
田
町
石
田
フ
ジ
子

金

一
封
(
喜
多
地
区
社
協
・
若
宮
分

館

・
天
寿
会
・
長
寿
会
・
大
洲
市
仏
教

奉
賛
会
仏
心
誌
西
光
寺
へ
)

若

宮

井

上

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

須

内

隆

介

須
内
友
理
香

金
一
封
(
寄
付
金
を
八
多
喜
地
区
社

協

へ

)

八

多

喜

町

八

多
喜
芸
能
会

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

八
幡
浜
市
久
保
田
光
重

(
物
品
の
口
座
)

タ
ン
ブ
ラ
ー
百
個
(
八
多
喜
公
民
館

へ
)
八
多
喜
健
康
ク
ラ
ブ
会
員
一
同

大
人
用
紙
オ
ム
ツ
却
枚
入
四
個
(
寝

た
き
り
老
人
へ
)
柚
木
二
宮
満
直

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

市
長
の
資
産
を
公
開

大
洲
市
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
「
政

治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
大
洲
市
長
の

資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
資
産
公
開
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

一
部
に
つ
い
て
は
六
月
十
日
か
ら
公

開
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
七
月

一
日
か

ら
は
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
四
種
類
全

て
の
報
告
書
を
次
の
要
領
で
公
開
し
ま

す
。【

公
開
す
る
報
告
書
と
公
開
開
始
日
】

一、資
産
等
報
告
書
〔
昨
年
ロ
月
末
現
在

で
の
資
産
(
土
地
・
家
屋
・
預
金
等
)

の
状
況
〕

6
月
刊
日

ニ
、
資
産
等
補
充
報
告
書

7
月
1
日

弓
所
得
等
報
告
書

7
月
l
日

目
、
関
連
会
社
等
報
告
書

7
月
1
日

【
公
開
時
間
】

平
日
の
9
時
1
ロ
時
、
日
時
1
同
時
鈎
分

※
閲
覧
希
望
の
方
は
申
請
書
に
よ
る
手

続
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
長
公

室
秘
書
係
宮
@
2
1
1
1
(
3
0
3
)
ま
で
。

包

ハローワーク大洲からのお知らせ

7月は「労働者派遣事業適正

運営推進月」です。/
事業主の皆さん、労働者派遣事業の一層の
適正化と派遣労働者の適正な就業の確保が
図られるようご協力をお願いします。
詳しいことはお気軽に安定所までお問い合
わせください。

ハローワーク大洲
(大洲公共職業安定所) ft24-3191 

図書館

七
月
新
刊
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
論
赤
木
昭
夫
著

贈
り
も
の
に
し
た
い
本
石
村
博
子
著

超

人

へ

の

レ

ッ

ス

ン

田

中

聡

著

宗
教
な
き
時
代
を
生
き
る
た
め
に

森
岡
正
博
著

信
じ
た
と
お
り
に
生
き
ら
れ
る

万
代
恒
雄
著

蘇
我
王
朝
と
天
武
天
皇
石
渡
信
一
郎
著

聖
隷
長
谷
川
保
の
生
涯
山
内
喜
美
子
著

北
海
道
の
歴
史
印
話
木
村
尚
俊
・
他
編

歴
史
街
道
を
歩
く

小
松
重
男
著

宝
の
舘
チ
ベ
ッ
ト

c
fパ
ス
著

海
外
生
活
マ
ニ
ュ
ア
ル
造
事
務
所
編

台
湾
独
立
運
動
私
記
宗
像
隆
幸
著

福
祉
行
政
と
官
僚
制
新
藤
宗
幸
箸

江
戸
の
貨
弊
物
語

三
上
隆
三
著

超

消

費

社

会

犬

田

充

著

曲
が
り
角
に
き
た
福
祉
国
家

C
-
ピ
ア
ソ
ン
+
者

大

往

生

の

手

引

き

織

田

麗

子

著

こ
ど
も
は
お
も
し
ろ
い
河
合
隼
雄
著

「
い
じ
め
」
へ
の
取
り
組
み

1
1
4

坂
本
昇
一
編

ユ
ー
モ
ア
の
社
会
学
森
下
伸
也
著

老
人
と
子
供
の
民
俗
学
宮
田
登
著

太

陽

系

を

旅

す

る

岩

崎

一

彰

著

僕
が
医
者
と
し
て
出
来
る
こ
と

山
崎
章
郎
著

人
生
を
生
き
き
る
性
脳
学
大
島
清
著

ω歳
か
ら
始
め
る
実
況
中
継
パ
ソ
コ
ン

講

座

駒

橋

憲

一

他

著

布

に

聴

く

植

田

い

つ

子

著

コ
ー
ヒ
ー
味
わ
い
の
「
こ
つ
」田

口

護

著

メ
ー
カ
ー
ハ
ウ
ス

6

星
雲
社

水
産
物
市
場
と
産
地
の
機
能
展
開

中

居

裕

著

12 

セ食 ラ イいアニナ惰タ C 豚 上 悪 賞 番 桜 青 氷 古 大 川 俳山王巴
カベ ヒ タ い イ ツ ン唐方のの海夢 町との海韻亀柳句と者里
ンら メ リーデポギ演ら福報少の塵牢龍フの余ガ語を海のシ
ドれ ツ ア生アンや義せ音い年使 崖 エ幻響ウ葉語のゴネ
るテのとを人けーん 者敷ル日 デ る詩ルマ

ネ女ウ幸は捜をど j マ イ フ散
イ イせ何せ叱:三 l の 歩
チ M グなかる. タ j毎

A ヤ・ルキ 高
lアひ富ツ 団 長 中橋

図ホ ト宮 と本チ諸阿杉田中銀検又野森 三 南 小村西村田 宮俳サ 夏 田
フ ウ原ま美ン井万森辺芳色 吉ま村谷原 川 山 木 真島武人ブ坂 山

書マ ツ光わ智 回久霊樹夏周栄ゆ誠秀幹竜由正一伸外協 ロ カ
ン ド子り子 薫高英子編生平喜み一治雄生佳明郎二骨会 |健哉

館著 著著 文 著著著著訳著著著著著著著著著著著著編編 著著著

七
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

親
子
読
書
講
座

「
本
に
親
し
む
」

講
師
三
瀬
和
子
先
生

日
時

7
月
但
日
(
水
)

(
9
一
却

l
H
一
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



新
レ
い
人
権
擁
護
委
員
に

白
石
美
子
さ
ん

五
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
次

の
人
が
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
、

い
じ
め
・
体
罰
・
部
落
差
別
・
女
性
差

別
な
ど
の
差
別
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、

家
庭
内
(
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
な
ど
て
借
地
、
借
家
、
近

隣
聞
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
の

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し

い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ら
。

【
新
し
い
委
員
】

氏
名
白
石
美
子

住
所
大
洲
市
阿
蔵
甲
一
八
五
九
番
地

五@
4
2
7
8
 

電
話七

月
二
十
日
陪

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
で
す

海
の
思
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
と
し
て
、

七
月
二
十
日
が
国
民
の
祝
日
「
海
の
臼
」

側土居 鉄工所

岡福水道工事庖

ft24-4519 

ft24-3656 

7月6日出

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
制
定
初
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
全
国
各
地
で
「
海
の
日
L

を
祝
う

多
彩
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
近
辺
で
も
、
松
山
、
{
子
和
島
の

海
運
支
局
で
様
々
な
行
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
松
山
海
運
支
局

ハU
n
D
qu

・
q
u
R
u
t
-
-
n
u
t
i
s凡
T
FD

V
宇
和
島
海
運
支
局

n
u
o
o
Qd
R
d

・ヮ“っ。

.
n
U
ワム

ι
u
n
u

あ
怠
だ
の
声
げ
道
づ
<
り

に
生
介
さ
れ
ま
す

道
に
対
す
る
意
見
を
「
紅
世
紀
の
み

ち
を
考
え
る
委
員
会
」
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

私
た
ち
の
く
ら
し
ゃ
経
済
を
毎
日
支

え
て
い
る
道
路
。
そ
の
つ
く
り
方
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
人
々
が
知

る
機
会
や
意
見
を
言
う
場
が
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ

る
道
路
審
議
会
で
は
、
平
成
十
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
道
路
計
画
を

つ
く
る
た
め
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
中
で
、
国
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
新
し
い
考
え
方
を

備)南予水道住設

設

ft24-2541 

府)星加水道設備

備

ft25-1350 

ft26-0020 

ft25-4684 

イ主

=}t. 
員又

屋

南

予伊

神

7月7日(日)

7月13日ω

採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
ま
と
め

る
の
は
道
路
審
議
会
に
設
け
た
「
幻
世

紀
の
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
」
で
す
。

そ
の
た
め
、
二
十
一
世
紀
の
み
ち
を
考

え
る
始
ま
り
と
し
て
、
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・

レ
ポ
ー
ト
」
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
、
道
に
つ
い
て
の
十
二
の
テ
l
マ

を
紹
介
し
、
そ
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
な
人
の
発
言
ス
タ
イ
ル
で
意
見

が
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
共

感
す
る
意
見
や
自
由
な
意
見
・
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

調
査
第
二
課

含

⑪

5
1
8
5

V
愛
媛
県
土
木
部
道
路
建
設
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

で
好
成
績
斤
続
出

五
月
十
九
日
師
、
松
山
市
の
県
総
合

運
動
公
園
で
、
第
三
十
五
回
愛
媛
県
身

体
障
害
者
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
市
か
ら
も
選
手
十
三
人
、
応
援
二
十

四
人
が
参
加
し
て
各
競
技
に
熱
戦
を
繰

備

所

ft24-5351 

業

設 備

備

まま 25-4023

ft26-0537 

ft24-0783 

工

壬凡，

目又

工

号'JL
員又

ノ

原

ま失

電

サ

オミ
キ木

保

丸

(有)ア

(有)

(有)

徳

久

7月14日(日)

7月20日同

7月21日(日)

り
広
げ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

選

手

名

競

技

種

目

順

位

上

甲

武

一
砲
丸
投
げ

3
位

大

石

晴

直

砲

丸

投

げ

松

中

良

砲

丸

投

げ

3
位

山

岡

頼

夫

l
o
o
m走

2
位

久

保

隆

利

l
o
o
m走

3
位

森
脇
ナ
ツ
子

l
o
o
m走

中

川

健

走

幅

跳

2
位

水

元

芳

夫

走

幅

跳

l
位

水

谷

武

義

走

幅

跳

2
位

後
藤
テ
ル
子
砲
丸
投
げ

2
位

西

国

徳

男

砲

丸

投

げ

向
井
八
重
子
砲
丸
投
げ

2
位

東

通

弘

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

投

げ

2
位

(
注
)
障
害
区
分
別
の
競
技
の
た
め
順
位
重
複

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

げ
実
施
さ
れ
ま
す

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、
卒
業
程

度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
試
験
日
】

【
試
験
場
】

十

一
月
八
日
幽

愛
媛
県
庁

ft24-3783 

庖

備)いの 水道設備

j兵 備

ft25-4645 

備)内田電気水道設備

ft24-4410 

7]( 

ft24-2216 

道

壬JL
宜又

十土，4
i
 

藤佐

7月27日同

7月28日(日)

ft25-2858 

{願
書
受
付
期
間
】

八
月
五
日
間
1
九
月
四
日
附

【
受
験
手
続
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
1
2
1
2

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

8
@
2
1
1
1
(内
線
5
4
1
)

子
ど
ち
の
火
遊
び
巴
気
き
つ
け
て

大
洲
消
防
署
管
内
で
は
、
毎
年
の
よ

う
に
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
火
災
を
防
止
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
お
き

半ま
v
し
ょ
、
つ
。

V

マ
ッ
チ

・
ラ
イ
タ

を
子
ど
も
の
手

の
届
く
所
に
置
い
て
い
ま
せ
ん
か

火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
遊
ん
で
い
て
起
き

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
の
自
に
触
れ
な
い
所
に
置
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

V
子
、
と
も
に
火
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て

い
ま
す
か

子
ど
も
は
好
奇
心
が
強
く
、
火
に
対

す
る
興
味
も
強
い
も
の
で
す
。
火
が
恐

ろ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
お

美
C

幸
子
し
ょ
、
っ
。

庖

合 25-0901

5月末までの

大洲市内の交通事故

商田滝

5月末現在 昨年同期

イ牛 数 9 2 101 

負傷者 114 126 

死 者 7 

13 



'96 

宮 24-3ワワ5

4・
7月号

相
談
ご
と
案
内

おおず

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日

時

7

月

8
日
間

叩
時
1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

日
時

7
月
2
日

間

叩

時

1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

7
月
日
日
開
叩
時
i
日
時

場
所
菅
田
公
民
館

日
時

7
月
四
日
幽

叩
時

1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
心
配
-
」
と
相
談
}

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法

律

相

談

第

二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

|広報

」ーーーーーーーーー

【
行
政
相
談
}
(
総
務
庁
)

日
時

7
月
初
日
回
目
時
l
M
時

場
所
市
民
会
館
一
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
}

日
時

7
月
5
日
樹
、

n日
開

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑫

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

7
月
日
日
開

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

同
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
含
⑪
4
4
5
2

【青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

告

(
ω
7
8
3
0

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

7
月
ロ
日
幽

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

7月2日ω 平成 8年 2月生※

7月11日(木) 平成 6年12月生

7月16日ω 平成8年2・3月生。

7月23日ω 平成 5年 6月生

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

Oは連絡所のみ

受付時間

実施場所

持参品

.乳幼児育児相談 ・育児サークル.

7月 9日ω 乳幼児を持つ親子

7月16日ω 平成7年9・10月生※

※は肱南・久米・肱北 ・喜多・平

地区のみ

受付時間

実施場所

持参品

13 : 00~13 : 30 

大洲市保健センター

母子手帳・アンケート

パスタオル(※Oのみ)

|休日|急|患|診療|

沢井耳医院(中村)7月7日

ft24-2510 (日)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

沢井小医院(中村)7月14日

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

7
月
初
日
回

目
時

1
日
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
⑪
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

7
月
4
日
嗣

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時

i
u
時

平

成

病

院

日

時

加

分

1
日
時

大
洲
中
央
病
院
日
時
日
分
i
m
時
却

分

9 : 30~10 : 00 

大洲市保健センター

母子手帳

.健康相談 ・栄養相談4・
日時 7月22日(月)

10 :00~ 1 2:00、 1 3: OO~ 15: 00 

大洲市保健センター

健康手帳

ft24-7530 

大掛|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

松尾産婦医院(中村)

大洲中央病院(東大洲)

亀井小医院(東大洲)

ft24-3757 

ft24-4551 

(日)

国

7月20日

7月21日

保
健
所
歯
科
相
談

V
マ
タ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

'

間
も
な
く
誕
生
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
に
、
健
康
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

過
せ
る
た
め
に
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時

7
月
口
日
例
日
時
か
ら

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

7
月
白
日
例
日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

念
⑪
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

編
集
後
記

V
そ
の
昔
、
「
タ
ン
ス
ゼ
、

タ
ン
ス
ゼ
」
と
い
い
な
が
ら
大
洲
の
町

を
人
力
車
が
走

っ
て
い
ま
し
た
。

「人

力
車
が
通
る
の
で
道
を
あ
け
て
く
だ
さ

実施場所

持参品

.婦人がん検診.

実 施 日 場 所

7月9・10日(火・水) 育団連絡所

7月26日幽 柳沢連絡所

受付時間 13 : 00~13 : 30 

検診料 乳がん 200円

子宮がん 700円
70歳以上の人は無料です。
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ft24-5803 

大掛|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大洲中央病院(東大洲)

池田泌医院(東大洲)

ft24-3100 

合 24-4551

(日)

7月28日

(日)

い
」
と
い
う
意
味
だ

っ
た
と
か
。
当
時

の
大
洲
は
製
糸
業
な
ど
で
隆
盛
を
き
わ

め
、
市
街
地
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
白
壁

の
土
蔵
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

V
や
が
て
時
が
過
ぎ
行
き
賑
わ
い
が
消

え
、
蔵
が
な
く
な
り
、
通
り
か
ら
人
力

車
も
消
え
去
り
ま
し
た
。
今
、
そ
の
街

は
、
色
あ
せ
た
セ
ピ
ア
色
の
似
合
う
街

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
古
い
城
下

の
町
割
り
に
残
る
家
並
み
や
蔵
は
、
他

の
ど
こ
に
も
負
け
な
い
趣
き
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
建
物
が
さ
ら

に
古
く
な
り
セ
ピ
ア
色
を
過
ぎ
れ
ば
、

街
は
ど
う
な
る
の
か
。

V
五
月
晴
れ
の
土
曜
日
、
観
光
人
力
車

の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
の
お

客
さ
ん
は
、
飛
騨
高
山
か
ら
来
た
と
い

う
ご
夫
婦
で
し
た
。
志
保
町
か
ら
中
町

三
丁
目
へ
と
路
地
を
ぬ
け
て
現
わ
れ
た

草
は
、
決
し
て
セ
ピ
ア
色
で
は
な
か

っ

た
の
で
す
。
青
空
を
パ
ッ
ク
に
家
並
み

が
あ
り
、

黒
と
赤
の
車
、
そ
し
て
な
に

よ
り
も
ご
夫
婦
の
笑
顔
が
原
色
で
飛
び

込
ん
で
き
た
の
で
す
。
は
た
し
て
こ
の

人
力
車
は
、
北
目
の
原
色
の
大
洲
を
取
り

も
ど
す
足
が
か
り
と
な
り
得
る
の
か
。

み
ん
な
で
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

(
い
)
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